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第
四
十
一
号  

 

令
和
八
年
一
月 

 

研
修
会
報
告 

       

「
認
知
症
の
診
断
と
治
療
～
予
防
の
重
要
性
～
」 

医
療
法
人
社
団
あ
お
ぞ
ら
会 

岡
山
脳
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 院

長 

柏
原 

健
一 

 

認
知
機
能
障
害
は
、
発
達
の
過
程
で
獲
得
さ
れ

た
知
能
（
見
当
識
、
記
憶
、
注
意
、
実
行
機
能
、

視
空
間
認
知
、
言
語
機
能
、
人
格
な
ど
）
が
持
続

的
に
低
下
し
た
状
態
を
い
う
。
こ
の
た
め
に
社
会

生
活
が
障
害
さ
れ
れ
ば
認
知
症
、
社
会
生
活
可
能

な
範
囲
内
で
あ
れ
ば
軽
度
認
知
障
害
（MCI; 

mild cognitive impairment

）
で
あ
る
。
知

能
の
障
害
が
認
知
症
の
中
核
症
状
で
あ
る
が
、
心

理
行
動
障
害(BPSD)

を
呈
す
る
こ
と
が
あ
る
。
行

動
障
害
に
は
易
怒
、
易
興
奮
、
介
護
へ
の
抵
抗
、

徘
徊
、
心
理
症
状
に
は
不
安
、
う
つ
、
幻
覚
、
妄

想
な
ど
が
あ
る
。 

認
知
症
患
者
は
年
齢
と
と
も
に
増
え
る
が
、

65
歳
以
上
の
有
病
率
は
令
和
４-

５
年
の
検
討
で

12.3

%(

75-

79
歳;

7.1

%
、
80-

84
歳;

16.6

%
、
85-

89
歳;

32.8

%
、
90
歳
以
上;

50.3

%)

。
女
性
が
よ
り
高
頻
度
。
有
病
率
は
近
年
低

下
傾
向
に
あ
る
。MCI

は
15.5

%
で
あ
る
。 

原
因
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
が
最
も

多
く
、
次
い
で
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
/
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
認
知
症
で
あ
る
。
他
に
血
管
性
認
知

症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
、
嗜
銀
顆
粒
性
認
知

症
、
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ド
・
ヤ
コ
ブ
病
な
ど
が
あ

る
。
正
常
圧
水
頭
症
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
、
ビ

タ
ミ
ン
欠
乏
症
な
ど
、
治
療
し
得
る
認
知
症
を
鑑

別
す
る
必
要
が
あ
る
。
う
つ
病
や
て
ん
か
ん
が
認

知
症
に
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
治
療
に
は
コ
リ

ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
や
メ
マ
ン
チ
ン
が
用
い

ら
れ
る
。
最
近
、
進
行
抑
制
薬
と
し
て
レ
カ
ネ
マ

ブ
、
ド
ナ
ネ
マ
ブ
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。MCI

な
い
し
軽
度
認
知
症
に
対
し
て
適
応
が

あ
る
。
病
態
に
関
与
す
るβ
ア
ミ
ロ
イ
ド
へ
の
抗

体
薬
で
あ
る
。 

認
知
症
発
症
の
危
険
因
子
に
は
高
齢
、
性
別

（
女
性
）
、
生
活
習
慣
病
（
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
）
、
う
つ
病
、
喫
煙
歴
な
ど
が
知

ら
れ
る
。
感
染
症
も
促
進
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
逆
に
認
知
症
を
発
症
し
難
い
要
因
に
は

高
学
歴
、
知
的
活
動
、
運
動
習
慣
、
栄
養
（
地
中

海
食
な
ど
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
良
い
睡

眠
に
も
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
昔
か
ら
健
康

長
寿
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
栄
養
、
運
動
、
心
の
健

康
が
指
摘
さ
れ
て
来
た
。
認
知
症
の
予
防
に
は
、

生
活
習
慣
病
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
栄
養
、
運

動
、
前
向
き
で
活
動
的
な
生
活
習
慣
が
有
用
と
考

え
ら
れ
る
。 

                   

◆
認
知
症
研
修
会 

令
和
７
年
11
月
8
日
（
日
）
14
時
～
15
時
半 

岡
山
県
医
師
会
館 

401
会
議
室 



                           

第
32
回
学
術
大
会
の 

見
ど
こ
ろ
・聞
き
ど
こ
ろ
！ 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

副
会
長 

佐
藤
涼
介 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
第
32
回
学
術
大
会 

令
和
８
年
３
月
15
日
（
日
）
10
時
～
16
時
30
分 

岡
山
県
医
師
会
館 

４
階 

401
会
議
室
、
402
会
議
室 

（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
19-

2
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

大
会
テ
ー
マ 

「A
C

P

の
普
及
に
向
け
て 

―

意
思
決
定
支
援
の
観
点
か
ら―

」 

記
念
講
演 

「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
視
点
で
考
え
るA

C
P

と

意
思
決
定
支
援 

～
人
生
と
い
う
旅
路
に
伴
走
す
る
た
め
に
、 

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
」 

講
師
：
岡
山
済
生
会
外
来
セ
ン
タ
ー
病
院 

看
護
師 

濱
野 

リ
カ 

氏 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

パ
ネ
リ
ス
ト
（
各
組
織
か
ら
発
表
者
を
推
薦
） 

「（
演
題
未
定
）」 

笠
岡
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
警
防
課 

救
急
係
長 

藏
本 
敦
司  

「
岡
山
県D

N
A

R

プ
ロ
ト
コ
ル
構
築
事
業
の 

進
捗
と
今
後
の
展
望
」 

医
療
法
人
緑
隆
会 

太
田
病
院 

岡
山
大
学
病
院 

救
命
救
急
科 

客
員
研
究
員 

 

田
邉 

綾 

「
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
に
お
け
るA

C
P

と 

救
急
搬
送
の
現
状
」 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
ズ 

管
理
者 

林 

幸
子 

「
特
養
や
在
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
～
か
か
り

つ
け
医
の
立
場
と
し
て
～
」 

医
療
法
人 

佐
藤
医
院 

院
長 

 

佐
藤 

涼
介 

 
 プ

ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

＆
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

テ
ー
マ
：
岡
山
に
お
け
る
排
尿
・
排
便
の
取
組
み 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
岡
山
済
生
会
総
合
病
院 

 

主
任
医
長 

犬
飼 

道
雄
先
生 

研
究
発
表 

 

今
回
は
「ACP

の
普
及
に
向
け
て―

意
思
決
定

支
援
の
観
点
か
ら―

」
と
い
う
大
会
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
ま
ず
記
念
講
演
と
し
て
は
、
岡
山
済
生
会
外

来
セ
ン
タ
ー
病
院 

看
護
師 

濱
野
リ
カ
様
よ
り

「
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
視
点
で
考
え
るACP

と

意
思
決
定
支
援
～
人
生
と
い
う
旅
路
に
伴
走
す
る

た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
こ
れ
ま
で
退
院
支
援
看
護
師
と
し
て
経

                     
          

        

                 

        

        

        

          

        

              

   

        

        

       

         

       

   

     

        
      
           
       
         
      
             
          
    
        
         
   
    
   
             
                
          
        
         
      

               

                
        
       
                
    
             
  

                
           
       
         
   

      
      
          
            
    
      
   

                    

                            

           
         
         

        
        
      

        
   

                   

                               
          

                   
          

           
                                      

                                          

                        

            

            

              

               

            

           

              

                

             

         

          

            

    
                           
                 
                         
                                
                     
                 
                      
                          
          
           

                 
                         
     
           

        



験
し
て
こ
ら
れ
た
様
々
な
患
者
さ
ん
た
ち
の
人
生

や
外
来
看
護
師
と
い
う
立
場
で
出
会
う
多
く
の

方
々
の
人
生
に
寄
り
添
い
な
が
ら
そ
の
方
の
人
生

の
選
択
の
た
め
のACP

と
そ
の
意
思
決
定
支
援
に

つ
い
て
具
体
的
内
容
も
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
け

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
引
き
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
の
お
立
場

で
、ACP

と
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず
、
消
防
の
方
か
ら
は
藏
本

様
に
は
、
救
急
車
の
要
請
が
あ
っ
た
時
の
呼
吸
停

止
状
態
な
ど
の
時
の
対
応
な
ど
を
含
め
て
お
話
が

頂
け
る
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。
岡
大
救
命
救
急

科 

田
邉
先
生
か
ら
は
、「
岡
山
県DNAR

プ
ロ
ト
ロ

ル
構
築
事
業
の
進
捗
と
今
後
の
展
望
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
現
時
点
で
のDNAR

の
考
え
方
に
つ
い
て
、

救
急
の
現
場
の
実
際
を
含
め
て
お
話
し
い
た
だ
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
ズ 

林
様
か
ら
は
、
在
宅
の
場
で

多
く
の
方
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
や
救
急
搬
送
や
看

取
り
を
体
験
さ
れ
る
中
で
患
者
の
意
思
決
定
支
援

に
い
か
に
関
ら
れ
て
い
る
か
を
、
さ
ら
に
、「
特
養

や
在
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
～
か
か
り
つ
け
医

の
立
場
と
し
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
私
が
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
意
思
決
定
支
援
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
る
か
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
後
半
は
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 
Practical 

Education&

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
で
は
、
犬
飼
先
生
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
と

し
て
、
～
岡
山
に
お
け
る
排
尿
・
排
便
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
～
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
何
名
か
の

方
々
に
ご
登
壇
頂
き
、
新
し
い
取
り
組
み
を
含
め

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

最
後
の
研
究
発
表
は
、
20
演
題
集
ま
る
こ
と
を

き
た
い
し
て
、
401

,

402
会
議
室
の
２
会
場
に
分

か
れ
て
、
１
時
間
５
演
題
ず
つ
２
時
間
に
渡
り
、

充
実
し
た
発
表
と
ご
討
議
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
度
の
学
術
大
会
は
、ACP

の
普
及
を
連
続

し
て
取
り
上
げ
、
特
に
意
思
決
定
支
援
を
中
心
的

テ
ー
マ
と
し
、
よ
り
進
化
し
た
議
論
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
一
人
で
も
大
勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
有
難
く
思
い
ま
す
。 

  
★
参
加
お
申
込
は
、
同
封
の
チ
ラ
シ
下
段 

【
会
場
参
加
申
込
書
】
よ
り
お
願
い
し
ま
す
！ 

          

編
集
後
記 

新
年
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
い
年
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
第
32
回
学

術
大
会
に
向
け
た
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
そ
の
見
ど
こ
ろ
や
、
研
修
会
で

の
学
び
の
記
録
を
お
届
け
し
ま
し
た
。 

学
術
大
会
が
、
日
々
の
実
践
に
根
ざ
し
た
学
び

と
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

 

佐
藤 

涼
介 

菅
﨑 

仁
美 

先
田 

尚
記 

寺
岡 

夕
美
子      

 

 
 

編
集
・発
行 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会
事
務
局 
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